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「就労支援活動の質向上」掲げた今年度事業計画を承認 

 Ｐ＆Ｃ人財センターが

就労支援事業を開始して

３回目となる通常総会が

２月２０日に開催されま

した。 

 総会には法人正会員の

ノーリツ、エスコアハーツ、

ノーリツ労働組合からそ

れぞれを代表して小関経

営企画室長、渡里社長、宮坂書記長が、また個人正

会員として道清ノーリツ人事部長、ノーリツ労組の

新旧委員長である堀さん、清永さん、Ｐ＆Ｃ人財セ

ンターのスタッフ全員（8名）が出席しました。 

 第１号議案として清田理事長が「平成２４年度の

事業報告と決算報告」を行ないました。出席者は有

力企業３社に３人の施設利用者が就労できたこと

について大きな関心を示し、「就労条件は？」「採用

企業における就労後の対応は？」「どのような職種

か？」等々質問が出されました。 

この後行われた「監査報告」と「理事及び監事選

任」は全て承認され、第３号議案として清田理事長

が「今年度事業計画」を説明、今年４月からの障が

い者雇用率引上げを追い風に①教育訓練のレベル

アップと②行政や企業との連携強化を図り、確実な

就労を勝ち取っていくとの決意を述べました。 

道清人事部長からは「ノーリツグループは雇用率

アップのみを目指した無理な雇用ではなく、就労者

がストレスなく長く働ける雇用を目指していく」と

の障がい者雇用方針が説明され、現在建設中の新コ

ンタクトセンターは身障者を配慮した建屋設計を

行っており、障がい者を雇用する予定であることを

披露しました。 

出席者は総会を通じてＰ＆Ｃ人財センターの就

労支援事業が着実に前進していることを確認でき、

通常総会は明るい雰囲気の中で無事終了しました。                                                                                                                                     

教育・訓練の教材として行っている給湯器の分解作業は、回収の仕組みが強化

されて量が増加したことに加え、回収品の製造メーカーも「ノーリツ」だけで

なく、リンナイ、パロマ、ハーマン等多彩になってきています。メーカーによ

り設計が異なりますし、回収品の殆どが 15年前後使用されており各部が腐食

しており分解は決して容易ではありません。しかし施設利用者は時折トレーナ

ーの助けを借りながら懸命に難しい分解作業に挑戦しています。 


